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最初に二組の対照的な２命題を考えよう。

• 命題 A/a: 「数学は尊敬される」／「数学は敬遠される」

• 命題 B/b: 「数学教員・数学教育が尊敬される」／「数学教員・数学教育は
敬遠される」

A/a と B/b は表現の点では同じ構造をしている。しかし、意味はまるで異な
る。どうしてだろう。
先ず、多くの人が納得するように A と a には根拠の類似性が見出される。

「数学は難しい」、「数学は分からない」、「数学が何に役立つか分から
ない」、· · · · · · ,

他方、B と b とでは背景も根拠もまったく異なるように見える。B は滅多に見
られない事象であるかも知れないが、

せいぜい「親切だから」、「親身になってくれるから」「理解できていな
い私のことを心配してくれるから」、· · · · · · ,

といったところであろう。
他方、b は、より極端にした

• 命題 b’: 「数学教員・数学教育は軽蔑される」

の方が一般的ではないだろうか。
なぜだろう？ 一言で言えば「くだらない世界」と見られているからではないだ
ろうか。
十代の子どもたちが、わずかな期間に習得するもののを十年以上反復して退屈
していないような人間が尊敬されるはずはない。躍動感のないに魅力を感じない
のは、コンピュータ制御のピアノが Liszt の La Campanella の超絶技功の「演奏」
を披露しても感動して拍手喝采する人はいないのと同様である。それは所詮は単
純で機械的なことであり、崇高な芸術性も即興の妙味もないからである。
私達は、《数学的生活を生きる》ことを通して、なんとか、《生きた数学》を伝
えたいと希い続ける人々を心から応援していこう。たとえ高尚でなく崇高でなく
ても、生きている数学なら素敵な風景が見える世界なのだから。
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